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６月１５日（金）発行

開始時間を 1 時間遅らせて、体育大会が始まりました。開始前には職員総出で水取りをし、３年生がテント張りや

会場づくりを精力的に行ってくれたおかげで、地面のぬかるみ部分以外はほぼ問題なく、各競技を進行することができまし

た。前日までは、大会を成功させるためのクラス会議や選手決めに始まり、朝の学年種目練習や係会議など短い時間

にも関わらず熱心に取り組む生徒たちの姿がありました。縦割りアドバイス会では先輩から後輩たちへ競技を充実したも

のにするためのコツを伝授してもらう場面もありました。そして当日は、個人種目や団体種目それぞれに生徒や職員、保

護者、地域のみなさんが声援を送り、笑顔あふれる充実した大会となりました。生徒会の開会セレモニーや、応援席から

の声援、各係の仕事など、あちこちで競技を盛り上げようと一生懸命で素敵な顔、顔、顔…。終了後の後片付けも 3

年生が最後まで疲れも見せずに関わってくれました。こういう姿は、１・2年生のみんなの目指す先輩像につながります。 

優勝・準優勝を勝ち取ったクラス、個人の記録を伸ばした生徒の喜びはもちろん、他のクラス・生徒もそれぞれの立場

で競技や応援を楽しみ、係の仕事を一生懸命にできていれば何よりです。この活動で学んだことをこれからの学校生活に

生かしていきましょう！ また、当日に見学していただいた保護者のみなさま、温かい声援をありがとうございました。



６月１１日（月）から２２日（金）までの期間、全生徒に対して放課後に、各担任による教育

相談を行います。新年度が始まってから２カ月以上経過し、毎日の教科授業を始めとする様々な

学習活動、自然教室、修学旅行、体育大会、中間・実力テストなどなど、めまぐるしく過ぎたの

ではないでしょうか。その間には楽しいことばかりではなく、学習内容や勉強の仕方に戸惑った

り、学級や部活の友だちとの関係に悩んだり、自分自身の生活に不安を抱えたりすることもあり

ます。担任や教科担当、部顧問等の立場から気づけていないことがあるかもしれません。生徒と

担任との１対１での対話を通して、自分自身の今の状況や思いを聞く機会として大切に取り組み

たいと考えています。なお、この期間は特別日課となりますが、ご理解いただきますようお願い

します。 

５月２８日（月）から今日まで、三滝中学校卒業生２名が教育実習生として３週間、本校で生

徒たちと一緒に過ごしました。２人からの最後のメッセージです。 

 ２人とも来年は大学院に進学したのち、教員を目指す予定だそうです。頑張れ！！ 

本日、期末テストの発表がありました。時間割と各教科の試験範囲を生徒たちに伝えました。

土・日曜日は部活動はありますが、月曜日からは本腰を入れて、家庭でも計画を立てて時間を有

効に使いながらテスト範囲のこれまで学習した内容についてしっかりと

復習してください。特にこの機会にワークブック・テキストなどの副教

材やノートをしっかり整理しましょう。教科書を何度も読み込むことも

大切ですね。それぞれに自分にあった勉強方法があると思いますが、と

にかくやる！！ことが大切ですね。 

３週間お世話になりました。 

皆さんと一緒に過ごした日々の中で

自信がつきました。 

 いい先生になれるように頑張ります。 

村上 翔大

（理科・３年４組）

３週間ありがとうございました。 

みんなと関わる中ですごくたくさ

んのことを学べました。 

浅井 萌加 

（体育・１年４組）


